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生産量 119万トン（約31.5%）

北海道の
水産物は好きですか？

北海道は日本一の水産物の産地です。

※2023年/北海道水産現勢、2023年/漁業・養殖業生産統計より

北海道は、日本海、太平洋、オホーツク海の3つの海に囲まれ、
たくさんの漁師さんが毎日漁に出ています。
ホタテ、サケ、コンブといったたくさんの魚や貝などの水産物は、
水産加工場で加工され、日本以外の世界中にも出荷されています。
漁業は多くの人の生活を支える、北海道の大事な産業になって
います。
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水産物のよいところは何ですか？

水産物は美味しいだけではなく、
健康によい効果を与えてくれます。
寿司、焼き魚、煮物などいろいろな料理に使えるだけでなく、
頭の働きを良くする栄養（DHA、EPA）や
体をつくる栄養（たんぱく質やカルシウム）が豊富に含まれています。
水産物は、美味しいだけでなく、健康にも非常によい食品です。
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2000年代に入り魚介類の消費量は減っています。
最近は、多くの家庭で魚よりも肉を食べることが多く、若い世代ほど魚介類を食べる量が少なくなっています。
水産物の消費量が減り続けると漁師さんや水産加工場の人たちの仕事が減ったり、魚食がメインの和食文化が失われて
しまったりするかもしれません。
こうしたことが起きないようにするためにも、北海道産の水産物を食べてもらい、魚食文化を盛り上げていくことが重要です。

Q魚介類を食べる量は
減っている？ 増えている？

 出典：総務省「家計調査年報」  出典：厚生労働省「令和５年国民健康・栄養調査」

食用魚介類及び肉類の1人1年当たり
消費量の変化（kg/人年）
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魚介類の消費量が減っている！

若い世代ほど
魚介類摂取量が少ない！
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魚介類の消費量が少ない若い世代に向けて、
もっと水産物を好きに、もっと食べてもらえるように活動しています。

北海道の職員が学校に行って授業をしています

北海道の水産物を使ったレシピの紹介をしています

学校給食で地元の水産物を使ってもらい、
食べてもらえるようにしています

SNSを活用して、
北海道の水産業について情報発信しています

クリアファイルなどのグッズをつくり、
北海道の水産物をPRしています

Qみなさんに北海道の水産物を食べてもらうために
北海道が行っていることは？
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ことみなさんに 聞きたい

北海道では、「ホタテ貝」、「イワシ」、「スケトウダラ」、
「コンブ」、「秋サケ（天然）」、「タラ」、「ホッケ」、
「サバ」、「ニシン」、「カレイ」が多く獲れています。
この10種類を好きな順に並べてください。

北海道の水産物を、小中高生に食べてもらう
にはどんなPRをすれば良いでしょうか？

イワシ

秋サケ

サ バ ニシン カレイ

タ ラ ホッケコンブ

スケトウダラホタテ貝


